
（第三種郵便物認可）２０２３年６月２５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

日
時　

７
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
６
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円

定
員　

40
人

持
参
物　

 

『
絵
で
見
る
色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感
染
防
止

対
策
』（
２
０
１
８
年
版
）

※
遅
刻
・
早
退
さ
れ
る
と
修
了
証
は
発
行
で
き
ま
せ
ん

歯
初
診
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

【
会
員
限
定
】
施
設
基
準
研
修
会

日
時　

７
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

桐
田
忠
昭
氏

　
　
　

（
奈
良
県
立
医
科
大
学
口
腔
外
科
学
講
座
教
授
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

口
腔
が
ん
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
―
早
期
発
見
の
ポ

イ
ン
ト
と
治
療
の
進
歩

７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

７
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

無
料　

定
員　

80
人

持
参
物　
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』（
２
０
２
２
年
４
月
版
）

算
定
忘
れ
は
な
い
で
す
か
？
〜
保
険
診
療
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
〜

【
会
員
限
定
】
社
保
講
習
会

日
時　

７
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

 

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）
、
保
険
医

会
館

講
師　

午
前
：
水
原
道
子
氏
（
元
大
手
前
短
期
大
学
教
授
）

　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
学
術
講
師
団

会
費　

助
手
編　

７
千
円　
　

衛
生
士
編　

８
千
円

定
員　

助
手
編　

60
人　
　

衛
生
士
編　

35
人

　
　
　

衛
生
士
編
は
１
医
院
２
人
ま
で

※
昼
食
は
各
自
で
と
っ
て
く
だ
さ
い
（
会
費
に
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
）

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

無料相談

法
律　

７
月
３
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

税
務　

７
月
19
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

雇
用　

７
月
20
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

保団連理事　玉川尚美

保団連・研究会交流サイト

活用をお勧めします

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

で
、
彼
の
生
き
様
を
追
う

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

だ
。

　

１
９
７
８
年
中
村
哲
医

師
は
、
遠
征
登
山
隊
の
帯

同
医
師
と
し
て
、
パ
キ
ス

タ
ン
に
。
そ
こ
で
彼
は
何

を
見
た
の
か
。
１
９
８
４

年
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
へ
医
師
と
し
て

赴
任
。
以
後
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
で

35
年
に
渡
り
、
現
地
の
人

　

研
究
会
交
流
サ
イ
ト
は
各

地
の
保
険
医
協
会
・
保
険
医

会
が
主
催
す
る
ウ
ェ
ブ
研
究

会
、
講
習
会
を
他
県
の
会
員

の
方
も
参
加
・
視
聴
で
き
る

よ
う
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
会
・
講
習
会
に
は
年

間
８
０
０
０
人
以
上
が
参
加

し
、
年
間
１
０
０
件
以
上
も

の
研
究
会
・
講
習
会
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
大
変
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
、
各
協
会

・
保
険
医
会
の
臨
床
研
究
の

他
、
文
化
講
座
な
ど
多
種
多

様
な
研
究
会
・
講
習
会
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
一
例
で

は
、「
神
奈
川
県
保
険
医
協

会
主
催　

７
月
６
日　

地
域

の
開
業
医
に
お
け
る
『
口
腔

機
能
発
達
不
全
症
』
の
対
応

／
千
葉
歯
科
医
院　

院
長　

浜
野
美
幸
氏
」
や
、「
三
重

県
保
険
医
協
会
主
催　

７
月

９
日　

口
腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー

で
歯
科
臨
床
は
変
わ
る
の

か
？
／
篠
田
徹
郎
氏
（
篠
田

デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
愛

知
県
名
古
屋
市
）」
な
ど
。

「
研
究
会
一
覧
」
は
ど
な
た

で
も
閲
覧
可
能
で
す
。
申
込

フ
ォ
ー
ム
や
企
画
概
要
を
案

内
し
た
「
研
究
会
・
詳
細
」

は
「
保
団
連
情
報
サ
ー
ビ

ス
」
へ
の
登
録
（
無
料
）
が

必
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
ご
不
明
な
点
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
協
会
・
新
聞
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
９
年
12
月
４

日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
ジ

ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の
宿
舎
を

出
て
作
業
現
場
に
向
か
う

途
中
、
銃
撃
さ
れ
て
亡
く

な
っ
た
中
村
哲
医
師
。

「
荒
野
に
希
望
の
灯
を
と

も
す
」
は
、
日
本
電
波
ニ

ュ
ー
ス
社
が
、
20
年
以
上

に
わ
た
り
撮
影
し
た
映
像

々
に
寄
り
添
い
続
け
た
。

不
治
の
病
に
侵
さ
れ
た
次

男
へ
の
思
い
に
も
身
を
裂

か
れ
る
。
映
画
は
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
美
し
い
山

岳
、
厳
し
い
自
然
、

ソ

連
、
欧
米
諸
国
の
身
勝
手

な
武
力
に
よ
る
侵
略
と
、

温
暖
化
に
よ
る
大
洪
水
と

大
旱
魃
の
中
で
、
命
と
生

活
を
奪
わ
れ
る
人
々
と
中

村
哲
医
師
を
描
い
て
い

く
。
中
村
哲
医
師
の
声
と

表
情
、

彼
の
残
し
た
言

葉
、
そ
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
人
々
の
表
情
と
振

る
舞
い
が
、
観
る
も
の
に

迫
っ
て
く
る
。
彼
の
パ
キ

ス
タ
ン
で
の
医
療
活
動
を

支
え
る
目
的
で
１
９
８
９

年
に
結
成
さ
れ
た
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
と
の
連
携
、
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
の
地
道
な
支

援
が
、
荒
野
に
希
望
の
灯

を
と
も
し
て
い
く
。

　

村
や
生
活
を
武
力
で
破

壊
し
て
い
く
米
軍
の
攻
撃

ヘ
リ
、
そ
の
下
で
灌
漑
用

水
の
建
設
に
汗
を
流
す
、

中
村
哲
医
師
と
現
地
の
人

々
。
改
め
て
、
今
こ
そ
２

０
０
８
年
参
議
院
外
交
防

衛
委
員
会
で
参
考
人
と
し

て
発
言
し
た
彼
の
言
葉
を

噛
み
し
め
た
い
。
今
、
私

た
ち
の
目
の
前
に
は
、
途

方
も
な
い
困
難
が
立
ち
塞

が
っ
て
い
る
。
彼
の
残
し

た
も
の
を
無
に
す
る
よ
う

な
日
本
に
し
て
は
い
け
な

い
。

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

「
荒
野
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
」

を
鑑
賞
し
て

小
澤　

力
（
大
阪
市
西
成
区
）

故
・
中
村
哲
医
師
を
追
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

２
０
２
３
年
夏
季
特
集
号

投
稿
を
募
集

　

新
聞
部
は
、
夏
季
特
集
号
（
８
月
15
日

付
）
へ
の
会
員
投
稿
（
原
稿
・
写
真
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
原
稿
は
、
６
０
０
字
以
内

で
、
テ
ー
マ
は
①
趣
味
②
日
常
の
臨
床
③
夏

の
思
い
出
④
エ
ッ
セ
イ
・
川
柳
・
俳
句
―
―

な
ど
。
顔
写
真
を
同
封
し
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
は
、
郵
便
や
フ
ァ
ク
ス
で
協
会

事
務
局
ま
で
。
７
月
15
日
必
着
。
掲
載
者
に

は
薄
謝
進
呈
。

【
送
付
先
】
〒
５
５
６
―
０
０
２
１
大
阪
市

浪
速
区
幸
町
１
―
２
―
33
／
フ
ァ
ク
ス
06
―

６
５
６
８
―
０
５
６
４

研究会交流サイトかんたん
web参加！

各地の保険医協会・保険医会が主催するウェブ研究会・講習会を他県の
会員も参加・視聴できます。
ご利用には「保団連情報サービス」への登録（無料）が必要です。

▷年間8000人以上が参加（※2022年実績）
▷年間100件以上の開催（※2022年実績）
▷ 各協会・医会の臨床研究の他、文化講座など
多種多様な研究会・講習会を掲載

大変好評です！

　

脱
炭
素
を
理
由
に
、
原
発
活

用
を
「
国
の
責
務
」
と
し
た
改

正
原
子
力
基
本
法
な
ど
五
つ
の

法
律
の
束
ね
法
。
５
月
末
に
参

院
本
会
議
で
成
立
し
ま
し
た
。

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

を
機
に
原
発
の
運
転
期
間
は
60

年
に
制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

回
の
法
改
正
に
よ
り
停
止
し
た

期
間
を
運
転
期
間
か
ら
除
外
し

ま
す
。
除
外
期
間
が
10
年
な
ら

運
転
開
始
か
ら
70
年
ま
で
運
転

可
能
。
経
年
劣
化
な
ど
に
よ
る

危
険
性
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。

ＧＸ脱炭素電源法


